
【収入保険】私の選択・加入者の声

「従業員に安定した所得を保障したいと思い、収⼊保険への加⼊を決
めました」と話すのは、諸橋弥須衛さん（78）。新潟市江南区茗荷⾕
の「諸橋弥次郎農園」の代表を務めている。
同農園では、３⼈の正社員と６⼈のパートタイマーが働いており、ハ

ウス８棟でイチゴ「越後姫」を中⼼とした経営を⾏っている。越後姫は
⼟耕栽培を徹底し、県内だけでなく、北海道から九州まで全国へ発送し
ている。
その他にも、⽔稲６ヘクタール、エダマメ1.2ヘクタール、ナス、タ

マネギ、キャベツ、ニンジンなどを栽培。加⼯品にも⼒を⼊れており、
もち⽶は餅に、ナスはナス漬けに加⼯し販売する複合経営を⾏っている。

「昨年は⾃然災害が多い年でした。くず⽶が多く、⽶の売り上げが相当落ちてしまいました」と諸
橋さん。近年の災害を振り返ると、何が起きるか分からない状況だと感じているという。
「農家仲間や説明会、ラジオで収⼊保険のことを聞きました。栽培している作物の種類が多いので、

作物が限定されず、総合的に補償してくれる収⼊保険は助かりますね」と話す。
加⼊の条件である⻘⾊申告は、15年以上前から実施していたことで、加⼊を検討することができた。

新聞などからも積極的に情報を集め、加⼊を決断したという。
「従業員の⽣活が懸かっているので、経営を安定させることは何よりも重要です。収⼊保険は頼れ

る制度だと思います」と⼒強く話す。

「従業員の所得安定のために」

（農業共済新聞［新潟県版］ 2019年4⽉2週号より）

【新潟県新潟市 諸橋 弥須衛さん（78）】


